
しあわせ倍増プラン２０１３ 

～ しあわせ実感都市へ ～ 





「しあわせ実感都市の実現に向けて」 

本市を取り巻く環境は、経済のグローバル化、エネ

ルギー問題、環境問題といった我が国全体の課題に加

え、高齢者人口の増加と若年者人口の減少という人の

高齢化と、公共施設の耐用年数が集中的に到来する施

設の高齢化という２つの高齢化の到来により、今後、

厳しさを増していきます。

このような中、私は、これからの１００年を見据え

た活力あるまちづくりを進める観点から、「市民一人

ひとりがしあわせを実感できる都市」を実現するため

の「しあわせ倍増プラン２０１３」、「市民・企業から選ばれる都市」を実現する

ための「成長戦略」、「高品質経営」市役所への転換を図る「行財政改革推進プラ

ン２０１３」の３つの取組を進めてまいります。

「しあわせ倍増プラン２０１３」は、２期目の市長選挙において、市民の皆様

にお示しした「新しあわせ倍増計画」を着実に実施し、実現を図るための行政計

画であり、本市の総合振興計画とも整合性を取りつつ、具体的な工程表として策

定するものです。本プランに掲げた事業については、「しあわせ倍増プラン２０

０９」の３つの基本姿勢である「責任と共感・共汗」、「徹底した現場主義」、「公

平・公正・開かれた市政」を堅持しながら、１００％の達成に向けて、全力で取

り組んでまいります。

一方、「成長戦略」は、地域経済の活性化や都市機能・利便性の向上、都市イ

メージの向上等を、民間活力を取り入れながら、中長期的な視点も持ちつつ、本

市の持続可能な発展を目指すものです。また、「行財政改革推進プラン２０１３」

により、さいたま市役所を市民満足度の高い、徹底的に無駄を排除した高品質経

営市役所に転換し、「しあわせ倍増プラン２０１３」と「成長戦略」を下支えし

ます。

激しさを増す都市間競争に勝ち抜き、さいたま市が「市民一人ひとりがしあわ

せを実感できる都市」、「市民・企業から選ばれる都市」となるべく、今後も市民

の声、現場の声を大事にしつつ、市民の皆様と共に、まっすぐに取り組んでまい

ります。

平成２５年１２月
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1 

１ しあわせ倍増プラン２００９の振り返り 

「しあわせ倍増プラン２００９（以下、「前プラン」という。）」は、

平成２１年５月の市長選挙において、市長が市民に示したマニフェス

ト「さいたま市民しあわせ倍増計画」をベースに、平成２１年度から

平成２４年度までに、さいたま市が重点的に取り組む施策を市の計画

として位置付けをしたもので、平成２１年１１月に策定しました。

前プランの実施と進捗管理に当たっては、常に市民と共に考え、共

に行動することが重要であることから、事業の進捗状況や成果を客観

的に検証するため、市民評価委員会を設置し、市民目線による外部評

価を行うなど、新しい評価手法を採用しました。

外部評価の公表については、市民評価委員による「市民評価報告会」

が開催され、市民評価委員から直接、市民の皆さんへ各種事業の評価

結果等が報告されました。

前プランに掲げた１３８の個別事業に全庁一丸となって取り組んだ

結果、おおむね９割の事業が達成できました。

２ しあわせ倍増プラン２０１３の策定 

「しあわせ倍増プラン２０１３（以下、「本プラン」という。）」は、

市民一人ひとりが更なる「しあわせを実感できる都市」を目指すため、

平成２５年５月の市長選挙において、市長が公約した「新しあわせ倍

増計画」に基づき、策定するものです。

本プランは、平成２５年度から平成２８年度までの４年間に、さい

たま市が特に力を入れて取り組むべき施策１０分野、６０項目、１１

１の個別事業で構成されています。各個別事業については、具体的な

数値目標等（取組指標・方針）、各年度の目標と取組内容（工程表）、

達成時の効果（アウトカム）を具体的に記載しています。
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分野 項目数 事業数

１ 子どもと親のしあわせ倍増  ５  １２

２ 若者のしあわせ倍増  ４   ４

３ 高齢者のしあわせ倍増  ５   ８

４ 障害者のしあわせ倍増  ５  １１

５ 日本一の教育都市  ５   ８

６ 健康・医療・福祉 １１  ２２

７ 文化・芸術  ４   ５

８ 安全・安心  ５  １３

９ 自然・環境  ６  １６

１０ まちづくり・コミュニティ １０  １２

合     計 ６０ １１１

３ 実績評価 

本プランの実績評価については、事業の進捗状況や成果を客観的に

検証するため、前プランと同様に、市民や有識者等による市民評価委

員会を設置し、外部評価を実施します。

外部評価については、計画２年目である平成２６年度までの実績に

基づく中間評価と、計画最終年度である平成２８年度の達成見込みに

基づく最終評価の２回を実施します。

外部評価に当たっては、施策・事業のねらいや課題がどこにあり、

それをどうすべきなのか、施策の実現に向け、行政が行うべきこと、

市民等と行政が協働して行うべきものなどについて、市民等と行政が

共に考えながら市民目線による評価をしていただきます。また、市民

満足度やコストパフォーマンスの向上等、実施に当たっての創意工夫

があれば加点要素として評価対象とすることを検討します。

なお、中間評価における市民評価委員会の指摘や提言を反映させる

とともに、社会経済情勢の動向にも的確に対応するため、必要に応じ

て数値目標等の見直しを行います。

４ しあわせ倍増プラン２００９からの見直し点 

しあわせ倍増プラン２００９市民評価委員会からの提言等を踏まえ、

本プランでは、次のとおり見直しを行いました。



3 

① 目標設定

目標の設定に当たっては、事業の目的をより明確に記載するとと

もに、可能な限り１つの事業について１つの目標を設定しました。

また、達成時期と、数値を盛り込んだ取組指標（アウトプット）

を記載し、達成度の評価が容易となるようにしています。

さらに、工程についての検討をあらかじめ行い、計画期間中の各

年度の取組内容と目標を記載しました。

なお、平成２６年度までの実績に基づく中間評価を実施した上で、

必要に応じて、数値目標や事業手法等の見直しを行います。

② 策定段階での市民参加

本プランの内容について、より多くの市民と共有し、その達成を

図るため、本プランの策定に当たって、素案の段階においてパブリ

ック・コメントの実施及び市民説明会を２回開催して市民意見を聴

取し、その反映に努めました。

③ 達成時の効果

本プランの行政活動（事業達成時）により、市民生活が向上した

か、市民生活へどのように影響があるかなどの効果・成果（アウト

カム）を記載しました。

５ 成果指標 

事業の実績評価については、各事業の数値目標等（取組指標）に対

する進捗状況に基づき、客観的な評価を実施します。

一方、事業の成果については、市民生活がどのように向上するか、

市民一人ひとりがしあわせを実感できるかという視点が必要です。

そこで、巻末に「参考」として、①倍増プラン２００９を策定した

平成２１年度及び、②本プランを策定する平成２５年度の「さいたま

市民意識調査」の結果並びに、③本プランの最終年度の翌年である平

成２９年度の目標数値（参考）を掲載しました。掲載項目は、「住み心

地」、「定住志向」、本プランの１０の分野の関連項目についての「市政

についての満足度」及び、市民との協働の視点から「地域活動に参加

している市民の割合」です。

また、既に策定している行政計画において目標としている成果指標

のうち、本プランに関係する指標についても併せて掲載しました。




